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第２章 材料仕様書 

 

第１節 適  用 

２－１－１ 適  用 

【省略】 

 

第 10節 瀝青材料 

２－10－１ 一般瀝青材料 

１ 舗装用石油アスファルトは、２－５－６ 安定材の表２－５－６－１の規格に適合するものとする。 

２ ポリマー改質アスファルトの性状は、表２－10－１－１の規格に適合するものとする。 

なお、受注者は、プラントミックスタイプを使用する場合、あらかじめ使用する舗装用石油アスフ

ァルトに改質材料を添加し、その性状が表２－10－１－１に示す値に適合していることを施工前に確

認しなければならない。 

 

表２－10－１－１ ポリマー改質アスファルトの標準的性状 

 種 類 
Ⅰ型 Ⅱ型 

Ⅲ型  Ｈ型  

項 目 付加記号  Ⅲ型-Ｗ Ⅲ型-WF  Ｈ型-Ｆ 

軟化点 ℃ 50.0以上 56.0以上 70.0以上 80.0以上 

伸度 
（ 7℃） ㎝ 30以上 ― ― ― ― 

（15℃） ㎝ ― 30以上 50以上 50以上 ― 

タフネス（25℃）    Ｎ･

ｍ 
5.0以上 8.0以上 16以上 20以上 ― 

テナシティ（25℃）   Ｎ･

ｍ 
2.5以上 4.0以上 ― ― ― 

粗骨材の剥離面積率   ％ ― ― ― 5以下 ― ― 

フラース脆化点     ℃ ― ― ― ― －12以下 ― －12以下 

曲げ仕事量（-20℃）  kPa ― ― ― ― ― ― 400以上 

曲げスティフネス（-20℃）MPa ― ― ― ― ― ― 100以下 

針入度（25℃）   1／10㎜ 40以上 

薄膜加熱質量変化率   ％ 0.6以下 

薄膜加熱後の針入度残留率％ 65以上 

引火点         ℃ 260以上 

密度（15℃）     ｇ／㎤ 試験表に付記 

最適混合温度      ℃ 試験表に付記 

最適締固め温度     ℃ 試験表に付記 

付加記号の略字  Ｗ：耐水性（Water resistance）  Ｆ：可撓性（Flexibility） 

【省略】 
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字句の改正（訂正） 

 

 


